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明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て
ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1

は

じ

め

に

目

は
じ
め
に

第
一
章
九
大
医
学
講
習
会
の
成
立

第
二
章
九
大
医
学
講
習
会
の
運
営

第
三
章
医
師
会
の
発
展
と
医
学
講
習
会

む
す
び
に
か
え
て

九
州
大
学
は
、
大
正
二
年
(
-
九
一
三
）
六
月
一
八
日
、
「
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
規
則
」
を
制
定
し
、
同
―
―
一
年
二
月
に
は
こ
の
講
演
会

の
一
環
と
し
て
、
最
初
の
九
大
医
学
講
習
会
を
開
催
し
た
。
以
後
大
正
八
年
(
-
九
一
九
）
二
月
ま
で
の
五
年
間
に
七
回
の
医
学
講
習
会

が
開
か
れ
、
延
九
八
七
人
の
学
外
聴
講
者
を
集
め
て
い
る
。
九
大
が
関
係
し
た
学
外
へ
の
教
育
活
動
に
は
、
い
わ
ゆ
る
大
学
通
俗
講
演

会
や
、
学
内
諸
団
体
に
よ
る
各
種
の
講
演
会
が
存
在
し
た
が
、
大
学
成
立
初
期
に
お
い
て
最
も
組
織
的
・
大
規
模
に
行
わ
れ
た
の
は
、

次

折

田

悦

郎

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
ー

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

- 355 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



3
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【註】

こ
の
九
大
講
演
会
医
学
講
習
会
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
九
州
大
学
の
歴
史
を
初
め
て
実
証
的
か
つ
網
羅
的
に
明
ら
か
に
し
た
『
九
州

大
学
五
十
年
史
通
史
』
(
-
九
六
七
年
、
一
―
―
―
九
＼
四
一
頁
。
以
下
『
五
十
年
史
』
）
は
、
こ
の
学
術
講
渾
会
に
つ
い
て
も
項
目
を
立
て
て
説
明

を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
五
十
年
史
』
に
は
通
史
編
と
い
う
制
約
が
あ
り
、
九
大
講
演
会
に
つ
い
て
の
細
部
に
わ
た
る
考
察

は
あ
と
に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
右
に
い
う
医
学
講
習
会
と
は
、
同
会
と
ほ
ぼ
交
互
に
開
催
さ
れ
る
も
う
―
つ
の
教
員
講
習
会
と

と
も
に
、
全
学
的
な
九
大
学
術
講
演
会
を
構
成
す
る
一
講
習
会
活
動
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
い
わ
ゆ
る
「
付
設
的
教
育
課
程
」
に
準

ず
る
医
学
研
修
機
関
と
し
て
の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
た
。

本
論
は
明
治
四
四
年
(
-
九
―
一
）
、
そ
れ
ま
で
の
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
と
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
エ
科
大
学
が
合
併
し
て
成

立
し
た
九
州
帝
国
大
学
が
、
成
立
後
一
一
年
に
し
て
行
っ
た
学
術
講
演
会
の
う
ち
、
右
に
の
べ
た
医
学
講
習
会
を
取
り
上
げ
、
同
講
習
会

の
実
体
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
講
習
会
を
「
講
演
会
」
と
も
い
う
の
は
、
当
時
の
一
般
的
な
呼
称
で
あ
る
。
九
大
学
術
講
演
会
の
場
合
、
直
接
に
は
第
一
章
に
み
る
よ
う
に

京
大
の
例
に
な
ら
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
本
論
で
は
こ
の
学
術
講
油
会
と
、
そ
れ
を
構
成
し
た
医
学
・
教
員
の
二
講
習
会
を
区
別
す
る
た
め
、
前

大
学
に
お
け
る
「
付
設
的
教
育
課
程
」
に
つ
い
て
は
、
『
東
京
大
学
百
年
史

通
史
二
』
(
-
九
八
五
年
）
―
―
―
―
-
＼
四
四
頁
、
寺
崎
昌
男
「
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
東
京
大
学
史
〈
1
5
〉
付
設
教
育
課
程
ー
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
」
（
東
京
大
学
出
版
会
『
U
P
』
ニ
―
三
号
、

こ
こ
で
九
州
大
学
の
成
立
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
を
し
て
お
け
ば
、
九
大
の
直
接
の
前
身
は
、
明
治
三
六
年
(
-
九

0
三
）
四
月
に
設
立
さ
れ
た
京
都

帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
、
単
科
大
学
と
し
て
の
帝
国
大
学
が
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
福
岡
医
科
大
学
は
京
都
帝
国
大
学
の
第

二
医
科
大
学
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
九
州
帝
国
大
学
は
こ
の
福
岡
医
科
大
学
と
全
く
新
設
の
エ
科
大
学
が
、
明
治
四
四
年
(
-
九
一

者
を
「
講
演
会
」
、
後
二
者
を
「
講
習
会
」
と
し
て
区
別
し
た
い
。

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て
ー
九
州
帝
国
大
学
講
派
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1

-
）
に

一
九
九

0
年
七
月
）
を
参
照
。
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明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

九
州
帝
国
大
学
講
演
会
規
則
（
大
正
二
・
六
・
一
八
制
定
）

史
料
1

帝
国
大
学
医
科
大
学
の
例
を
参
照
す
る
こ
と
は
、

い
わ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

4
 

第
一
章

合
併
し
て
成
立
し
た
。

各
帝
国
大
学
の
行
っ
た
講
習
会
（
学
術
講
演
会
）
活
動
に
つ
い
て
は
、
『
東
北
大
学
五
十
年
史

い
ま
ま
で
所
属
し
て
い
た
京
都

州
大
学
五
十
年
史
』
が
通
史
と
し
て
の
叙
述
を
行
っ
て
い
る
。
『
京
都
大
学
七
十
年
史
』
(
-
九
六
七
年
、
六
七
頁
）
も
講
演
会
活
動
に
言
及
す
る
が
、

記
述
は
簡
略
。
こ
の
点
、
注

(
2
)
に
あ
げ
た
東
京
大
学
の
「
付
設
的
教
育
課
程
」
に
関
す
る
研
究
は
参
考
に
な
る
。

九
大
医
学
講
習
会
の
成
立

医
学
講
習
会
を
論
ず
る
に
は
、

ま
ず
同
会
が
出
て
く
る
経
緯
・
背
景
に
つ
い
て
み
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
九
大
の
場
合
、
た
と
え

ば
特
定
の
教
官
（
教
授
）
か
ら
の
発
案
等
、
医
学
講
習
会
の
発
足
を
明
示
す
る
直
接
の
史
料
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、
し
か
し
以
下
に
も
引

用
す
る
よ
う
に
関
連
史
料
の
い
く
つ
か
は
存
在
し
て
い
る
。
本
章
で
は
こ
れ
ら
の
史
料
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
九
大
医
学
講
習
会
の
成

立
を
め
ぐ
る
問
題
点
を
検
討
し
て
み
た
い
。

九
大
に
お
け
る
医
学
講
習
会
開
催
問
題
は
、

お
そ
ら
く
は
「
は
じ
め
に
」

で
の
べ
た
九
大
の
前
身
、
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学

時
代
以
来
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
九
大
医
科
大
学
で
の
明
確
な
対
応
が
知
ら
れ
る
の
は
、
大
正
二
年
二
九
一
三
）
五

月
二
九
日
、
教
授
会
に
お
い
て
同
問
題
が
討
議
さ
れ
、
そ
こ
で
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
講
習
科
の
例
が
参
照
さ
れ
た
の
が
最
初
で
あ
っ

た
。
京
都
大
学
で
は
明
治
四
一
年
(
-
九
0
八
）
四
月
ニ
一
日
、
医
学
講
習
科
の
設
置
が
決
定
さ
れ
て
以
後
、
明
治
四
三
年
(
-
九
一

0
)

五
月
二
六
日
に
は
京
都
帝
同
大
学
講
演
会
会
則
が
制
定
さ
れ
、
第
一
回
（
明
治
四
二
年
）
＼
第
五
回
（
大
正
二
年
）
の
医
学
講
習
会
も
す
で

に
開
催
さ
れ
て
い
た
。
明
治
四
四
年
(
-
九
―
一
）
に
成
立
し
た
九
州
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
と
っ
て
、

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1

上
』
(
-
九
六

0
年
、
六
〇
＼
三
頁
）
と
前
述
し
た
『
九
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第
一
条

第
二
条

京
都
帝
国
大
学
講
演
会
会
則
（
明
治
四
三
•
五
・
ニ
六
制
定
）

本
会
ハ
各
種
学
科
ノ
知
識
ヲ
普
及
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

講
演
ノ
科
目
、
期
日
、
聴
講
者
ノ
資
格
、
員
数
及
聴
講
料
等
ハ
開
会
ノ
都
度
之
ヲ
定
ム

第
六
条
史
料
3

第
五
条

第
三
条

第
四
条

第
一
条

第
二
条

京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
講
習
科
規
程
（
明
治
四
一
•
四
・
ニ
―
制
定
）

本
科
ハ
医
学
ノ
新
知
識
ヲ
与
フ
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

本
科
ハ
毎
年
＋
月
ヨ
リ
翌
年
二
月
迄
ノ
間
二
於
テ
開
始
‘
ン
凡
ソ
四
週
間
ヲ
以
テ
結
了
ス

講
習
者
ノ
人
員
ハ
各
科
十
名
以
上
五
十
名
以
下
ト
ス

講
習
志
願
者
ハ
医
術
開
業
免
状
ヲ
有
ス
ル
者
二
限
ル

講
習
者
ニ
ハ
講
習
料
ト
シ
テ
一
科
目
二
付
金
拾
円
ヲ
前
納
セ
シ
ム

但
開
講
セ
サ
ル
場
合
ノ
外
既
納
ノ
講
習
料
ハ
還
付
セ
ス

講
習
科
目
及
時
期
ハ
凡
ソ
ニ
箇
月
前
二
公
告
ス

第
五
条
史
料
2

第
三
条

第
四
条

第
一
条

第
二
条

本
会
ハ
学
術
上
ノ
知
識
ヲ
普
及
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

請
演
科
目
、
期
日
、
聴
講
者
ノ
資
格
、
人
員
及
聴
講
料
ハ
開
会
ノ
都
度
之
ヲ
定
ム

講
習
志
願
者
ハ
申
込
用
紙
二
族
籍
、
業
務
、
現
在
住
所
、
生
年
月
日
及
聴
講
科
目
ヲ
記
載
シ
本
学
二
差
出
ス
ヘ
シ

聴
講
料
ハ
本
学
会
計
課
二
納
付
ス
ヘ
シ

既
納
ノ
講
習
料
ハ
開
会
セ
サ
ル
場
合
ノ
外
之
ヲ
返
付
セ
ス

聴
講
者
ノ
希
望
二
依
リ
講
演
終
了
後
証
明
書
ヲ
授
与
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て
ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1
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明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
酋
会
に
つ
い
て

第
三
条

（
証
明
書
ー
後
略
ー
）

右
に
九
大
医
学
講
習
会
の
活
動
を
基
礎
づ
け
た
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
規
則
（
史
料
1
)
と
、
同
規
則
が
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
京
都
帝

国
大
学
医
科
大
学
講
習
科
規
程
（
同
2
)
・
京
都
帝
国
大
学
講
派
会
会
則
（
同
3
)
を
あ
げ
た
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
は
第
一
条
を
は
じ
め

と
し
て
、
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。
な
か
で
も
九
州
帝
国
大
学
講
渾
会
規
則
（
史
料
1
)
と
京
都
帝
国
大
学
講
演
会
会
則
（
史
料

3
)
の
比
較
を
す
れ
ば
、
後
者
の
制
定
さ
れ
た
理
由
な
ど
、
京
大
内
部
に
お
け
る
問
題
の
解
明
が
残
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
九
州
（
史

料
1
)
と
京
都
（
同
3
)
の
類
似
性
は
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。
だ
が
こ
の
史
料
1
と
3
に
つ
い
て
は
、
二
者
そ
れ
ぞ
れ
の
条
文
を
比
較
検

討
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
を
一
緒
に
し
て
、
大
正
期
ま
で
に
成
立
し
た
九
大
・
京
大
以
外
の
帝
大
、
つ
ま
り
東
京
・
東
北
・
北
海

道
大
学
の
事
例
と
比
較
を
し
た
方
が
適
当
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
九
大
講
演
会
規
則
（
史
料
l
)

の
よ
う
な
分
科
大
学
単
独

で
な
い
講
演
会
規
則
（
会
則
）
を
持
っ
た
の
は
、
実
は
九
州
・
京
都
の
二
大
学
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
右
に
あ
げ
た
東
京
以
下
の

三
大
学
に
は
、
こ
の
よ
う
な
講
演
会
規
則
（
会
則
）
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
京
大
の
一
分
科
大
学
と
し
て
始
ま
っ
た
九
大
は
、
講
演
会
（
講
習
会
）
活
動
―
つ
を
と
っ
て
も
京
都
と
の
共
通
性
を
持
っ

て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
講
演
会
（
講
習
会
）
活
動
を
め
ぐ
る
両
者
の
あ
り
方
が
全
く
同
一
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
考
え
る

た
め
に
、
こ
こ
で
も
う
一
度
前
掲
の
史
料
1
¥
3
を
み
て
み
る
と
、
講
演
会
規
則
（
会
則
）
の
保
有
で
は
同
様
で
あ
っ
た
九
州
・
京
都
の

ニ
大
学
で
あ
る
が
（
史
料
l
.
3
)
、
逆
に
医
科
大
学
講
習
科
（
史
料
2
)

の
有
無
に
な
る
と
、
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
付
く
。

九
大
の
場
合
、
医
科
大
学
は
存
在
し
て
い
て
も
、
単
独
の
医
学
講
習
会
規
則
の
制
定
、
そ
し
て
医
学
講
習
科
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
つ

い
に
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
医
科
大
学
の
存
し
た
東
京
・
京
都
・
東
北
・
北
海
道
の
他
の
帝
大
と
比
較
を
し
て
も
、
九
大
だ
け
に
み
ら

れ
た
特
徴
で
あ
る
。

で
は
京
大
を
先
例
と
し
て
講
演
会
規
則
は
有
す
る
が
、

し
か
し
医
科
大
学
の
み
の
講
習
会
（
科
）
は
置
か
れ
な
か
っ
た
と
い
う
九
大
側

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
ー

講
習
終
了
後
聴
講
日
数
其
他
ヲ
査
定
シ
証
明
書
ヲ
授
与
ス
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〈
以
下
「
福
日
」
〉
明
治
三
六
•
四
・
五
、
明
治
三
九
·
七
•
四
等
）
、

い
ま
の
と
こ
ろ
徴
す
べ
き
史
料
が
存
在
し
て
い

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
九
州
大
学
の
成
立
の
事
情
を
考
え
れ
ば
、
―
つ
の
推
測
が
付
く
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
九
大
は
単
科
で
あ
る
が
ゆ
え
に
京
都
に
附
属
さ
せ
ら
れ
て
い
た
医
科
大
学
を
、
全
く
新
設
の
工
科
大
学
と
合
併
さ
せ
る
と
い

う
特
殊
な
条
件
の
も
と
に
成
立
し
た
（
「
は
じ
め
に
」
注
③
参
照
）
。
こ
の
事
情
に
、
福
岡
医
科
大
学
書
記
官
森
春
吉
の
、
本
来
九
大
は
独
立

大
学
で
あ
る
、
医
科
以
外
の
学
科
が
設
置
さ
れ
て
―
つ
の
大
学
に
な
る
の
も
遠
い
将
来
で
は
な
い
、
と
い
う
発
言
な
ど
（
「
福
岡
日
日
新
聞
」

い
わ
ゆ
る
「
医
エ
一
体
」
を
前
提
と
す
る
「
九
州
独
立
大
学
」
（
同
上
）
の
考

え
方
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
大
学
の
出
発
に
あ
た
っ
て
、
分
科
大
学
単
独
の
講
習
会
（
科
）
で
は
な
く
、
帝
国
大
学
主
催
の
全
学
的
な
講

演
会
（
講
習
会
）
が
志
向
さ
れ
た
の
は
、
さ
ほ
ど
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
九
大
医
学
講
習
会
に
即
し
て
右
に
の

べ
た
点
を
整
理
す
れ
ば
、
同
講
習
会
は
京
都
の
医
科
大
学
講
習
科
を
直
接
の
先
例
と
し
な
が
ら
も
、
九
大
成
立
の
事
情
か
ら
全
学
的
学

術
謂
演
会
の
一
環
と
し
て
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
6
)
 

な
お
九
大
創
立
前
後
の
時
代
は
、
明
治
一
九
年
(
-
八
八
六
）
頃
か
ら
始
ま
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
通
俗
教
育
」
が
―
つ
の
高
ま
り
を
示
し

た
時
期
で
あ
り
、
九
大
医
学
講
習
会
の
成
立
も
あ
る
程
度
そ
の
影
響
を
受
け
た
。
本
章
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
少
し
説
明
を
し
て
お

、
、
、
、
、
、
、

き
た
い
。
文
部
省
は
明
治
四
四
年
(
-
九
―
一
）
五
月
、
通
俗
教
育
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、
同
じ
く
―
一
月
に
は
「
各
帝
国
大
学
及
直

轄
諸
学
校
二
於
テ
ハ
成
ル
ヘ
ク
多
ク
ノ
機
会
ヲ
利
用
シ
テ
通
俗
講
演
会
ヲ
開
催
シ
広
ク
一
般
公
衆
ヲ
シ
テ
最
簡
易
ナ
ル
方
法
二
依
リ
之

ヲ
聴
講
セ
シ
メ
ラ
レ
タ
キ
コ
ト
」
（
傍
点
筆
者
、
以
下
同
）
等
の
内
容
を
持
つ
文
部
次
官
通
牒
を
発
し
た
が
(

-

l

月
一
七
日
発
普
五
二
五
号
）
、

同
通
牒
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
大
学
内
で
は
既
に
福
岡
医
科
大
学
の
段
階
で
、
こ
の
通
俗
教
育
や
大
学
開
放
に
関
す
る
言
説
が
多
く
み

ら
れ
た
。
と
り
わ
け
右
に
ふ
れ
た
大
学
書
記
官
森
春
吉
と
、
後
述
す
る
辰
科
大
学
教
授
久
保
猪
之
吉
の
活
動
は
際
だ
っ
て
お
り
、
彼
ら

は
福
岡
市
民
に
大
学
の
利
用
を
訴
え
、
通
俗
講
演
会
は
国
民
一
般
教
育
に
必
須
で
あ
る
と
の
主
張
を
行
っ
た
。
こ
の
風
潮
は
一
般
市
民

を
対
象
と
し
た
「
九
大
通
俗
講
演
会
」
の
開
始
だ
け
で
な
く
、
学
友
会
を
は
じ
め
と
す
る
学
生
諸
団
体
の
学
外
活
動
に
も
影
轡
を
与
え

の
理
由
は
、
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
ー

一
体
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
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4
 
3
)
 

2
 

ー 【註】

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

不
設
置
と
何
か
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
第
二
章
に
み
る
よ
う
に
、
九
大
医
学
講
習
会
の
講
習
期
間
は
他
の
大
学
の
講
習
科
よ
り
短
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
九
大
に
お
け
る
医
学
講
習
科
の

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
ー

入
沢
京
太
郎
『
森
春
吉
翁
』
(
-
九
二
五
年
）
を
参
照
。

て
謝
意
を
表
し
た
い
。

た
が
、
本
論
で
特
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
な
か
か
ら
、
大
学
人
の
開
業
医
に
対
す
る
積
極
的
な
「
大
学
開

放
」
の
提
言
が
な
さ
れ
始
め
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

福
岡
市
の
医
師
会
の
会
合
に
参
加
し
た
伊
東
祐
彦
福
岡
医
科
大
学
教
授
が
、
大
学
と
開
業
医
の
親
密
な
る
こ
と
、
大
学
の
開
放
主
義

を
う
た
い
（
「
福
日
」
明
治
四
O・

―
―
・
ニ
六
）
、
同
じ
く
森
書
記
官
が
、
福
岡
県
医
師
会
の
懇
親
会
に
お
い
て
大
学
と
地
方
の
関
係
・
大
学

の
利
用
に
つ
い
て
の
べ
（
同
明
治
四
―
・

1
0
・ニ

0
)
、
ま
た
三
宅
速
教
授
の
主
導
で
、
福
岡
医
科
大
学
内
に
一
般
医
師
へ
の
門
戸
開
放
を

＿
つ
の
目
的
と
し
た
「
医
学
談
話
会
」
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
（
同
明
治
三
九
・
ニ
・
―
一
）
、
な
ど
が
そ
の
い
く
つ
か
の
例
で
あ
る
。
後
述
す

る
よ
う
に
、
医
学
講
習
会
と
地
方
医
師
会
と
の
関
係
は
き
わ
め
て
緊
密
で
あ
り
、
こ
の
点
を
念
頭
に
お
け
ば
、
右
の
よ
う
な
福
岡
医
科

大
学
以
来
の
大
学
と
医
師
会
の
関
係
が
、
九
大
医
学
講
習
会
成
立
の
―
つ
の
前
提
で
あ
っ
た
と
い
え
る
（
こ
の
点
の
詳
細
は
第
一
＿
一
章
で
検
討
す

る
）
。
九
大
の
医
学
講
習
会
は
、
前
述
の
ご
と
く
「
付
設
的
教
育
課
程
」
に
準
ず
る
医
学
補
習
教
育
の
活
動
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
発
足
に

あ
た
っ
て
は
、
大
学
創
立
期
に
お
け
る
「
大
学
開
放
」
の
思
想
と
も
大
き
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。

た
と
え
ば
東
大
の
国
家
医
学
講
習
科
(
-
八
八
九
＼
一
九
ニ
―
年
）
は
、
医
科
大
学
二
教
授
に
よ
る
設
立
建
議
書
の
提
出
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
（
『
東

京
大
学
百
年
史

通
史
二
j

I
 

I
 I

二
頁
）
、
九
大
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
明
確
な
史
料
は
知
ら
れ
な
い
。

各
大
学
庶
務
課
（
法
規
掛
）
、
お
よ
び
中
野
実
（
立
教
大
学
大
学
史
資
料
室
）
・
若
松
正
志
（
東
北
大
学
記
念
資
料
室
）
両
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
記
し

書
記
官
は
京
都
帝
国
大
学
官
制
上
総
長
の
次
に
置
か
れ
、
福
岡
に
勤
務
し
て
い
た
。
ま
た
「
官
僚
の
標
本
」
と
評
さ
れ
た
と
い
う
森
春
吉
に
つ
い
て
は
、
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こ。t
 6

)
 

5
 

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1

通
俗
教

九
大
学
術
講
演
会
の
第
二
•
四
・
六
・
七
・
八
・
九
·
1
0
回
が
医
学
講
習
会
で
あ
り
（
後
掲
表
1

参
照
）
、
第
一
・
―
―
-
•
五
．
―
一
回
は
主
に
小
中

等
学
校
教
員
を
対
象
と
し
た
教
員
講
習
会
で
あ
っ
た
。

通
俗
教
育
（
社
会
教
育
）
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
倉
内
史
郎
『
明
治
末
期
社
会
教
育
観
の
研
究
ー
通
俗
教
育
調
査
委
員
会
成
立
期
ー
』
（
「
野
間
教

育
研
究
所
紀
要
」
二

0
、

育
期
ー
国
民
教
育
と
社
会
教
育
ー
」
(
-
九
七
四
年
）
を
参
照
。

第
二
章

一
九
六
一
年
ご
一
月
）
、
国
立
教
育
研
究
所
編
『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』
七
（
社
会
教
育
I
)
「
第
一
編
第
二
章

九
大
医
学
講
習
会
の
運
営

九
大
医
学
講
習
会
は
右
の
よ
う
な
経
緯
で
成
立
し
た
。
本
章
で
は
こ
の
医
学
講
習
会
の
実
際
の
運
営
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
み
て
行

く
こ
と
に
し
た
い
。
前
半
で
は
会
の
開
始
か
ら
終
了
ま
で
の
大
要
を
み
る
。

医
学
講
習
会
の
開
設
に
関
し
て
、
大
正
二
年
(
-
九
一
三
）
五
月
、
医
科
大
学
教
授
会
で
事
前
の
検
討
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
の

べ
た
が
、
こ
の
あ
と
大
学
側
は
「
講
演
会
規
則
」
（
前
章
史
料
1
)
を
制
定
し
、
医
学
講
習
会
の
開
催
を
告
げ
る
官
報
掲
載
案
の
作
成
を
行
っ

聴
講
者
心
得

聴
講
者
ハ
医
師
免
許
証
ヲ
有
ス
ル
者
二
限
ル

会
期
ハ
大
正
三
年
二
月
十
六
日
ヨ
リ
同
月
二
十
八
日
マ
テ
ト
ス

申
込
者
二
十
名
以
下
ナ
ル
ト
キ
ハ
開
会
セ
ス

聴
講
料
ハ
金
五
円
ト
ス
申
込
書
卜
共
二
前
納
ス
ヘ
シ
（
振
替
口
座
福
岡
五
七
0
0
)

聴
講
券
ハ
聴
講
ノ
都
度
之
ヲ
掛
員
二
提
示
ス
ヘ
シ

会
場
ハ
医
科
大
学
内
ト
ス

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て
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明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

同
時
に
、
右
の
よ
う
な
「
聴
講
者
心
得
」
に
お
い
て
、
聴
講
資
格
（
医
師
に
限
定
）
、
会
期
・
時
間
、
聴
講
料
、
講
義
科
目
と
い
っ
た
施
行

上
の
細
則
を
定
め
、
こ
れ
ら
は
同
年
―
二
月
の
官
報
に
掲
載
さ
れ
た
。
文
部
省
か
ら
は
、

れ
て
い
る
。

一
方
こ
の
よ
う
な
規
則
・
官
制
上
の
準
備
に
対
し
、
実
際
の
聴
講
者
募
集
に
は
、
申
込
書
等
を
九
州
・
山
口
の
各
県
庁
や
医
師
会
へ

郵
送
す
る
と
い
う
方
法
が
取
ら
れ
た
。
最
初
の
医
学
講
習
会
の
場
合
、
福
岡
一
八

0
0、
長
崎
・
熊
本
・
山
口
各
二

0
0、
鹿
児
島
一

五
0
、
佐
賀
•
宮
崎
・
大
分
各
一
0
0
、
沖
縄
三
0
の
合
計
三
0
0
0
枚
ほ
ど
の
関
係
書
類
が
各
県
内
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
新
聞
・
雑
誌
広
告
の
利
用
も
な
さ
れ
、
九
州
・
山
口
地
域
の
新
聞
や
中
央
の
医
事
雑
誌
に
広
告
が
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
講
演
会
事

務
掛
」
と
し
て
帝
国
大
学
（
大
学
本
部
）
と
分
科
大
学
か
ら
数
名
の
書
記
が
雇
上
げ
ら
れ
、
彼
ら
は
聴
講
料
の
徴
集
等
講
習
会
関
係
事
務

を
遂
行
す
る
。

と
こ
ろ
で
医
学
講
習
会
の
概
要
を
左
に
掲
げ
た
が
（
表
1
)
、
こ
こ
で
同
表
や
後
掲
表
2
S
5
を
参
考
に
、
実
際
の
講
習
会
の
様
子
を
み

て
み
よ
う
。
ま
ず
講
習
会
の
主
題
目
と
講
義
科
目
に
つ
い
て
。
表
1
に
は
結
核
（
第
二
回
）
、
徹
毒
（
第
四
回
）
、
消
化
器
病
（
第
六
回
）
、
呼

吸
器
疾
患
（
第
七
回
）
、
神
経
系
統
（
第
九
回
）
、
血
液
及
循
環
器
疾
患
（
第
一

0
回
）
と
い
っ
た
題
目
が
み
え
、
医
学
講
習
会
の
テ
ー
マ
設
定

が
臨
床
上
の
基
本
的
な
分
野
、
あ
る
い
は
当
時
の
流
行
病
と
の
関
連
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
一
般
医
師
を
対
象

と
す
る
講
習
会
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
医
科
教
授
会
の
方
針
は
、
亡
国
病
と
い
わ
れ
「
刻
下
の
大
問
題
」
（
「
福

（
後
略
）

講
演
ハ
毎
日
午
後
一
時
ヨ
リ
五
時
迄
ト
シ
課
外
講
義
ハ
午
前
ト
ス

但
日
曜
日
ハ
開
講
セ
ス

講
瀕
時
間
割
ハ
開
会
前
之
ヲ
掲
示
ス

講
演
科
目
及
講
師
左
ノ
如
シ

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
ー

―
―
一
月
一
九
日
に
大
臣
の
許
可
指
令
が
出
さ
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ろ
う
。

日
」
大
正
ニ
・
―
ニ
・
―
一
）
で
あ
っ
た
「
結
核
」
を
、

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1

ま
ず
第
一
回
目

の
講
習
会
に
も
っ
て
き
た
こ
と
自
体
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
講

習
会
の
講
義
科
目
に
は
、
基
礎
系
と
臨
床
系
が
ほ
ぼ
同
時
間
行
わ
れ

た
一
般
講
義
の
ほ
か
、
毎
回
課
外
講
義
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
法
医
学
、

(
3
)
 

精
神
病
学
、
実
地
検
査
法
と
い
っ
た
科
目
料
講
義
さ
れ
た
。

講
習
会
講
師
と
し
て
は
教
授
の
担
当
が
多
く
（
二
ニ
名
、
延
七
五

名
）
、
助
教
授
冗
名
、
延
―
―
名
）
・
助
手
（
四
名
）
の
数
は
少
な
い
。

外
科
学
第
一
一
以
外
の
教
授
全
員
が
講
師
に
み
え
る
の
は
（
表
2
)
、
こ

の
講
習
会
が
ま
さ
に
医
科
大
学
全
体
を
挙
げ
て
実
施
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
表
3
も
参
照
す
れ
ば
、
外
科
の
時
間
が
少

(4) 

な
く
、
逆
に
内
科
の
時
間
が
多
い
こ
と
、
ま
た
特
に
久
保
猪
之
吉
I
I

耳
鼻
咽
喉
科
学
の
講
義
数
が
多
い
の
に
は
注
目
で
き
る
。
こ
れ
は
や

は
り
前
述
し
た
久
保
自
身
の
講
演
会
・
講
習
会
活
動
に
対
す
る
認
識

の
現
れ
と
思
わ
れ
、
同
様
の
こ
と
は
、
慈
善
事
業
団
体
で
も
あ
っ
た

九
大
仏
教
青
年
会
の
会
長
を
務
め
た
旭
憲
吉
（
皮
膚
病
学
徽
毒
学
）
や
、

後
述
す
る
福
岡
県
立
病
院
に
勤
務
し
、
地
方
医
会
と
の
関
係
が
深

か
っ
た
伊
東
祐
彦
（
小
児
科
学
）
の
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ

講
習
会
の
期
間
は
十
日
＼
二
週
間
、
聴
講
料
は
五
円
が
普
通
で
あ

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

表 1 九大講演会医学講習会概要

回 講義題目 料金 開催日 期間 開催時間 聴講者数

2 結核 5円 大正 3.2.18-28 11H 午後1時—5時 150名

4 徹毒 1l 大正 4.2.15-27 13日 ” 164名

6 消化器病 ｝｝ 大正 5.2.14-26 II 午前9時—午後5時 189名

7 呼吸器ノ疾患 11 大正 6.2.12-24 11 ｝｝ 155名

8-1 「コレラ」ノ菌学 3円 大正 6.3.26-28 3日 II 30名

的診断実習

8-2 II ll 大正 6.3.29-31 ” ” 25名

8-3 JI 

” 大正 6.4. 2-4 
JJ JI 25名

8-4 II 

” 大正 6.4. 5-7 
II 11 22名

8-5 II }} 大正 6.4. 9-11 II II 30名， 神経系統 5円 大正 7.2.15-28 14日 II 94名

10 血液及循環器疾患 ” 大正 8.2.15-28 
JI JJ 103名

計 987名
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明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

れ
に
は
地
理
的
な
問

の
灰
師
数
を
誇
る
と

(
6
)
 

こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
県
内
で
は
福
岡
市
近
辺
、
粕
屋
・
宗
像
郡
の
出
席
率
が
高
く
、
現

在
の
北
九
州
市
や
豊
前
地
方
の
受
講
者
は
少
な
い
。
延
人
数
九
八
七
名
中
六
一

0
名
が
福
岡
県
、
つ
い
で
山
口
県
以
下
の
順
と
な
り
、

新
聞
広
告
・
依
頼
状
の
範
囲
も
あ
っ
て
、
上
位
八
番
目
ま
で
を
九
州
山
口
地
方
が
占
め
た
。
こ
れ
に
広
島
、
岡
山
、
四
国
、
山
陰
を
入

題
と
同
時
に
、
福
岡

県
が
全
国
で
も
屈
指

表3

の
出
席
が
多
い
。
こ

講義科目表

ー九州帝国大学講演会医学講習会の場合ー

講義科目 時間

内科学 90 
耳昴咽喉科学 60 
解剖学 34 

医化学 32 
皮膚病学徽毒学 31 

生理学 26 

病理学 25 
ノ」ヽ 児科学 24 
精神病学 23 

衛生学 19 

法医学 14 

薬物学 13 

整形外科学 6 
婦人科学産科学 6 
外科学 3 
眼科学 3 

計 409

表 4

表
4
の
よ
う
に
圧
倒

的
に
福
岡
県
在
住
者

聴講者地域別表

府県等 延人数

1 福岡県 610 

2 山口県 84 
3 佐賀県 54 

4 大分県 50 

5 熊本県 36 
6 鹿児島県 32 
6 長崎県 32 

8 宮崎県 21 

9 広島県 ， 
10 岡山県 8 
11 朝鮮 6 
12 沖縄県 5 
13 愛媛県 4 
13 兵庫県 4 
13 愛知県 4 
13 島根県 4 
17 鳥取県 3 
17 福井県 3 

次
に
聴
講
者
の
側

に
目
を
転
じ
れ
ば
、

表2

得
」
）
、
こ
れ
は
当
時

の
東
京
、
京
都
の
医

科
大
学
講
習
科
と
比

較
を
す
れ
ば
、
期
間
・

金
額
と
も
に
各
々
半

(
5
)
 

分
で
あ
っ
た
。

り
（
表
1
•
前
掲
「
心

医学講習会講師（教授）

氏 名 担当講座 時間

久保猪之吉 耳鼻咽喉科学 29 

武谷広 内科学第二 27 

旭憲吉 皮膚病学徽毒学 27 

後藤元之助 医化学 26 

伊東祐彦 小児科学 23 

石原誠 生理学 19 

榊保三郎 精神病学 19 

高山正雄 法医学 17 

桜井恒次郎 解剖学第二 16 

稲田龍吉 内科学第一 16 

進藤篤一 解剖学第三 14 

石坂友太郎 薬物学 13 

小野寺直助 内科学第三 12 

宮入慶之助 衛生学第一 11 

田原淳 病理学第二 11 

住田正雄 整形外科学 6 

今淵恒寿 婦人科学産科学 6 

小川政修 衛生学第二 5 

小山龍徳 解剖学第一 4 

中山平次郎 病理学第一 4 

大西克知 眼科学 3 

三宅速 外科学第一 1 

計 309

＊第 8回（コレラ講習会）分は算入してい

ない。表3も同様。

［その他］香JI|，徳島，高知，

群馬，三重岐阜長野，

栃木，山形，大阪，京都，

東京，中国大連
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5
 

四
名
中
一
六
六
名
と
表

と
、
判
明
例
が
六

聴
購
者
の
平
均
年

齢
は
約
三
九
歳
。
彼

ら
の
出
身
学
校
を
申

込
書
・
卒
業
者
名
簿

等
で
拾
い
上
げ
る

な
る
。

た
こ
と
が
明
ら
か
と

聴講者名簿 (7度ー 5度以上）

の
役
割
を
担
っ
て
い

究
セ
ン
タ
ー
と
し
て

西
日
本
を
中
心
と
し

た
地
域
の
、
医
学
研

頁
）
の
い
う
よ
う
に
、

者
を
含
め
れ
ば
、
九

大
の
医
科
大
学
が

『
五
十
年
史
』
（
一
四
0

れ、さらに朝鮮、

中国（大連）の出席

度数 氏 名＊ 生年 住所＊＊ 出身学校＊ ＊ ＊ 

7度 ＊井上健児 明治 8 福岡市 東京帝大

宮下耕圃 JJ 16 田川郡 福岡医科大学

＊古賀得四郎 慶応元 筑紫郡 福岡医学校

＊山崎春庵 明治元 粕屋郡 第五高等中学

＊松尾斉 文久 2 三井郡

川波市太郎 明治18 鞍手郡

6度 井上淳 // 5 福岡市

＊井上廉平 " 6 大分県日田郡 試験及第

＊吉永開 II 6 宗像郡 第万高等中学

＊原田勝郎 II 9 粕屋郡 第五高等学校

＊高村直嗣 11 17 宗像郡 長崎医専

＊山岡秀仙 慶応 3 11 福岡医学校

＊辛品佐三 明治13 粕屋郡 長崎医専

＊谷口義郎 // 11 宗像郡 11 

＊武谷慶祐 元治元 ／） 福岡医学校

＊有隅健吉 明治12 粕屋郡 長崎医専

5度 井上円蔵 ｝｝元 八幡市 第三高等学校

関好彦 JJ 16 久留米市

岸原信吉 II 15 糸島郡

＊宮／1|久米次郎 II 9 鞍手郡 第三高等学校

広門正右衛門 // 12 II 

高山章 11 18 宗像郡 熊本医専

山田紀煕 慶応 3 山口県厚狭郡

＊中村杏亭 明治元 宗像郡 福岡医学校

＊田中省三 " 3 山門郡 第五高等中学

副島太郎 慶応元 佐賀県神崎郡

平塚繁太郎 明治17 粕屋郡

＊蓮尾春甫 安政 3 大牟田市 福岡医学校

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1

＊氏名の前に＊印を付したのは，各市郡医師会の会長・副会長・諸議員等に任じた者で

ある。

＊ ＊福岡県の場合，県名を省略した。

*＊＊高等中学・高等学校出身者はいずれも医学部の卒業者である。
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明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

少
な
い
け
れ
ど
も
、
総
体
と
し
て
大
学
卒
業
者
が
少
な
い
こ
と
(
―
二
名
）
、
医
科
大
学
の
前
身
福
岡
医
学
校
の
出
身
者
が
み
え
る
こ
と
（
ニ

―
―
―
名
）
、
地
域
的
な
関
係
で
第
宜
高
等
中
学
・
長
崎
医
専
（
五
一
名
）
、
熊
本
医
学
校
・
熊
本
医
専
（
三
一
一
名
）
、
第
一
＿
一
高
等
中
学
・
岡
山
医
専

（
一
八
名
）
の
卒
業
者
が
多
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
聴
講
者
の
中
心
が
、
試
験
及
第
（
―
-
三
名
）
を
含
む
開
業
・

勤
務
医
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

聴
講
者
の
な
か
に
は
表
5
に
あ
げ
た
よ
う
に
七
回
全
部
に
出
席
し
た
者
も
お
り
、
こ
れ
ら
の
な
か
で
は
福
岡
県
内
の
、
そ
れ
も
医
師

会
幹
部
層
（
表
5
＊
印
）
の
参
加
が
多
か
っ
た
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
『
福
岡
県
医
師
会
名
簿
』
（
総
数
一
三
四
六
名
）
で
確
認
を
す
れ

ば
、
県
内
在
住
の
西
洋
医
中
ほ
ぼ
五
＼
六
人
に
一
人
が
講
習
会
に
一
度
は
参
加
し
、
そ
の
う
ち
の
三
人
に
一
人
は
医
師
会
の
上
層
部
で

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
彼
ら
は
諧
習
会
の
「
秩
序
維
持
」
の
た
め
に
委
員
を
選
び
（
「
福
日
」
大
匹
ニ
・
ニ
・
ニ
七
）
、
委
員
は
講
義
録
の

編
集
、
記
念
撮
影
・
謝
恩
会
の
世
話
な
ど
を
行
っ
た
。
聴
講
者
主
催
に
よ
る
謝
恩
会
は
講
習
会
の
後
半
に
開
か
れ
、
そ
こ
に
は
講
誦
は

も
ち
ろ
ん
、
医
科
大
学
長
・
新
聞
記
者
も
招
待
さ
れ
た
。
講
習
会
を
機
に
、
大
学
・
医
師
相
互
間
の
親
睦
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
講
習
会
の
最
後
に
は
修
了
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
原
則
と
し
て
出
席
者
全
員
に
証
明
書
が
付
与
さ
れ
た
。
こ
の
授
与
式
は
、
総

長
告
辞
・
聴
講
者
総
代
の
答
辞
が
あ
っ
て
終
了
と
な
る
。

九
大
医
学
講
習
会
は
、
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
順
序
で
運
営
さ
れ
た
。

医
学
講
習
会
の
実
際
の
運
営
が
、
同
会
を
支
え
た
聴
講
者
た
ち
の
要
望
と
、
そ
れ
に
対
す
る
医
科
大
学
の
対
応
に
よ
っ
て
、
よ
り
効

果
的
に
な
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
章
の
後
半
部
分
で
は
講
習
会
講
義
録
と
「
コ
レ
ラ
講
習
会
」
の
二
つ
に
注
目
し
、
医

学
講
習
会
の
具
体
像
を
ま
た
違
っ
た
角
度
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

謂
習
会
活
動
に
お
い
て
、
講
義
録
の
持
つ
意
味
は
重
要
で
あ
る
。
九
大
医
学
講
習
会
の
場
合
も
、
講
習
会
開
催
中
に
聴
講
者
自
ら
が

講
義
録
の
編
集
委
員
を
選
び
（
「
福
日
」
大
正
三
・
ニ
・
ニ
七
）
、
ま
た
「
講
習
后
に
は
会
員
の
為
免
に
講
習
録
に
て
も
編
輯
の
御
予
定
に
て

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
ー
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明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
—

候
や
」
（
『
第
二
回
講
演
会
関
係
史
料
』
）
な
ど
と
、
講
義
録
編
集
予
定
の
有
無
を
事
前
に
問
い
合
わ
せ
た
開
業
医
の
書
状
が
残
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
聴
講
者
た
ち
の
講
義
録
に
対
す
る
関
心
は
高
か
っ
た
。
そ
し
て
実
際
、
第
二
回
の
結
核
に
関
す
る
講
義
録
以
外
の
、
『
徽
毒
』
（
第

四
回
、
一
九
一
五
年
）
、
『
消
化
器
疾
患
』
（
第
六
回
、
一
九
一
六
年
）
、
『
呼
吸
器
病
疾
患
』
（
第
七
回
、
一
九
一
八
年
）
、
『
神
経
系
疾
患
』
（
第
九
回
、

一
九
一
八
年
）
、
「
血
液
及
循
環
系
疾
患
』
（
第
十
回
、
一
九
二
0
年
）
が
順
次
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
講
義
の
際
の
教
科
書
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
講
習
後
の
診
療
に
活
用
さ
れ
る
医
学
書
で
あ
っ
た
が
、
た
と
え
ば
左
に
あ
げ
た
史
料
の
『
徽
毒
』

(
B
5
版
四
八
0
頁
）
な
ど
は
、

講
習
終
了
後
一
三
年
の
間
に
改
訂
三
版
を
重
ね
た
、
九
大
医
学
講
習
会
の
代
表
的
な
講
義
録
で
あ
る
。

『
梅
毒
』
出
版

大
正
四
年
度
我
が
部
は
特
別
号
「
梅
毒
」
を
出
版
、
幸
ひ
に
江
湖
の
容
る
A

所
と
な
り
、
初
版
忽
ち
に
し
て
売
り
切
れ
、
次
で
大
正

七
年
第
二
増
訂
版
を
提
供
せ
し
も
こ
れ
亦
一
本
を
も
剰
さ
ず
、
（
中
略
）
こ
の
際
こ
れ
等
最
新
の
業
績
を
網
羅
せ
る
本
書
の
出
版
の
如

き
は
、
最
も
有
意
義
の
事
と
存
じ
候
、
幸
諸
教
授
の
御
賛
同
を
得
て
「
梅
毒
」
増
補
改
訂
第
三
版
を
江
湖
に
問
ふ
の
微
意
亦
こ
A

に

御
座
候
、
本
版
に
於
て
は
前
版
の
組
版
を
全
然
廃
棄
し
、
組
方
の
如
き
も
科
学
的
記
載
に
最
も
合
理
的
な
る
横
組
と
な
し
（
中
略
）

執
筆
諸
教
授
は
旧
版
を
棄
て
A

数
多
の
光
輝
あ
る
新
業
績
を
加
へ
而
も
新
進
諸
先
生
新
に
版
を
起
さ
れ
（
中
略
）
我
等
の
最
も
光
栄

と
致
す
虞
に
候
（
下
略
）
申
込
所
福
岡
市
九
州
帝
国
大
学
医
学
部
（
耳
鼻
科
教
室
内
）
学
友
会
出
版
部

（
『
九
大
医
報
j

三
ー
四

一
九
二
九
年
八
月
）

右
の
史
料
に
は
、
広
告
史
料
と
い
う
点
を
割
り
引
い
て
も
、
医
学
講
習
会
の
成
果
が
講
義
録
の
出
版
に
よ
り
継
続
化
し
、
そ
れ
が
研

究
の
進
歩
と
実
地
医
療
の
場
か
ら
の
要
求
に
よ
っ
て
改
編
さ
れ
て
い
っ
た
様
子
が
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
自
覚
的
に
委
員
を
選
ん
で
編
集
に
協
力
し
よ
う
と
し
た
聴
講
者
た
ち
の
期
待
と
、
講
義
録
の
刊
行
を
決
定
し
彼
ら
の
期
待
に
答
え
よ

う
と
し
た
医
科
大
学
側
の
積
極
的
な
対
応
が
あ
っ
た
。
九
大
医
学
講
習
会
の
講
義
録
は
、
明
治
四

0
年
（
一
九
0
七
）
以
来
学
友
会
が
刊

行
し
て
き
た
学
術
誌
、
『
福
岡
医
科
大
学
雑
誌
』
の
特
別
号
と
し
て
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
学
友
会
の
雑
誌
部
（
出
版
部
）
長
が
、
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明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

大
学
開
放
事
業
に
最
も
理
解
を
示
し
た
久
保
猪
之
吉
で
あ
っ
た
事
実
と
も
無
関
係
で
は
な
い
（
注
(
4
)
参
照
）
。
い
わ
ゆ
る
「
大
学
出
版
部
」

を
持
た
な
か
っ
た
九
大
で
あ
る
が
、
医
科
大
学
に
限
っ
て
い
え
ば
、
学
友
会
雑
誌
部
（
出
版
部
）
が
そ
の
役
割
を
果
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
大
正
六
年
(
-
九
一
七
）
―
―
―
月
末

S
四
月
初
旬
に
か
け
て
、
大
学
は
第
八
回
の
講
習
会
を
開
催
し
た
。
同
会
は
前
掲
の
医

学
講
習
会
概
要
（
表
1
)
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
第
七
回
の
講
習
会
（
呼
吸
器
ノ
疾
患
）
が
前
の
月
に
例
年
通
り
行
わ
れ
た
直
後
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
異
例
の
講
習
会
で
あ
る
。
本
章
の
最
後
に
い
わ
ゆ
る
こ
の
「
コ
レ
ラ
講
習
会
」
を
取
り
上
げ
、
九
大
講
習
会
の
実

今
回
の
コ
レ
ラ
講
習
会
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
先
に
の
べ
た
開
催
時
期
の
問
題
と
、
定
員
が
一
回
（
三
日
間
）
に
つ
き
二
五
名
と
少
な

く
、
ま
た
そ
れ
が
五
期
に
わ
た
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
定
員
制
の
導
入
は
医
科
大
学
の
顕
微
鏡
台
数
に
限
り
が
あ
る
こ
と
か

ら
な
さ
れ
た
が
、
希
望
者
の
多
さ
と
こ
の
制
限
に
よ
り
、
「
講
演
会
事
務
掛
」
は
相
互
の
日
程
調
整
に
苦
心
し
た
。
講
師
に
は
宮
入
慶
之

助
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
衛
生
学
教
室
員
が
当
り
、
毎
期
三
日
間
、
一
日
七
時
間
の
講
習
が
行
わ
れ
た
。
正
式
の
講
習
会
書
類
を
使
用

し
な
い
申
込
や
、
新
聞
用
語
で
あ
る
「
コ
レ
ラ
講
習
会
」
宛
て
へ
の
申
込
者
が
多
い
の
は
、
通
常
の
医
師
会
経
由
で
の
参
加
者
募
集
が

(10) 

ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
な
い
事
実
と
相
侯
っ
て
、
今
回
の
講
習
会
が
い
か
に
緊
急
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
た
だ
し
鉱
山

の
保
安
を
監
督
・
指
導
す
る
福
岡
鉱
務
署
に
は
正
式
の
通
知
が
な
さ
れ
て
お
り
、
同
署
を
経
由
し
て
の
受
講
者
や
、
炭
坑
会
社
が
一
律

に
社
医
の
聴
講
を
申
込
ん
だ
例
が
数
多
く
存
在
し
た
。
今
回
の
よ
う
な
臨
時
の
講
習
会
は
、
九
大
が
正
式
の
医
学
講
習
科
で
は
な
く
、

灰
学
講
習
会
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
取
り
得
た
措
置
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
右
の
コ
レ
ラ
講
習
会
が
、
実
際
に
診

療
活
動
を
行
っ
て
い
た
医
科
大
学
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

参
加
総
数
一
三
二
名
中
、
三
分
の
一
は
炭
坑
を
は
じ
め
と
す
る
勤
務
医
で
あ
り
、
ま
た
八
割
近
く
は
広
範
な
炭
鉱
地
帯
を
か
か
え
た

福
岡
県
の
在
住
者
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
産
業
医
を
主
な
対
象
と
し
て
、
コ
レ
ラ
菌
の
発
見
と
そ
の
対
処
法
に
取
り
組
ん
で
い
た
、

医
学
講
習
会
の
様
子
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

状
を
も
う
少
し
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

—
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
ー
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国
大
学
の
主
催
す
る
医
学
講
習
会
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
の
か
、

（
以
下
二

0
名
の
署
判
略
。
大
正
六
年
『
第
八
回
講
演
会
関
係
史
料
』

三
好
三
郎

左
座
金
蔵
（
印
）

中
江
巽
代
（
印
）

原
田
雪
穂

代
（
印
）

な
お
コ
レ
ラ
講
習
会
の
場
合
、
大
学
側
は
講
習
期
間
が
「
三
日
間
」
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
修
了
証
書
の
授
与
を
行
わ
な
い
方
針

で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
こ
の
証
明
書
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
事
例
を
残
し
た
。
左
の
「
証
明
書
下
付
願
」
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
コ
レ
ラ

の
流
行
に
対
応
し
た
臨
時
の
講
習
会
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
講
者
た
ち
が
”
修
了
の
証
明
II

を
大
学
側
に
求
め
た
こ
と
は
、
彼
ら
が
帝

ま
た
彼
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
教
育
要
求
」
の
一
っ
が
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
を
、
如
実
に
示
し
て
い
る
。

証
明
書
下
付
願

第
八
回
講
演
会
講
習
生
ト
シ
テ
―
―
一
月
二
十
六
日
ヨ
リ
ニ
十
八
日
マ
テ
三
日
間
出
席
致
候
間
該
証
明
書
御
下
付
相
成
度
此
段
奉
願
候
也

大
正
六
年
三
月
二
十
八
日

以
上
、
本
章
で
は
医
学
講
習
会
の
運
営
•
そ
の
内
容
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
同
会
が
一
般
医
師
の
た
め
の
講
習
会
ら
し
く
、
臨
床
歴

学
の
基
本
的
な
テ
ー
マ
の
も
と
、
医
科
大
学
を
挙
げ
て
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
後
半
部
分
で
は
、
聴
講
者
側
の

講
習
会
に
対
す
る
期
待
と
医
科
大
学
の
対
応
に
注
意
を
し
な
が
ら
、
講
習
会
の
具
体
例
を
検
討
し
た
が
、
六
年
間
に
延
九
八
七
人
と
い

う
多
数
の
参
加
者
を
み
た
の
は
、
こ
の
講
習
会
が
”
権
威
II

あ
る
帝
国
大
学
で
の
開
催
で
あ
っ
た
と
い
う
点
も
大
き
く
関
連
し
て
い
る

(12) 

も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
医
科
大
学
か
ら
は
の
ち
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
と
な
る
よ
う
な
璽
要
な
研
究
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

は
聴
講
者
た
ち
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
。
講
習
会
は
実
地
医
療
に
役
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が
、
聴
講
者
・
大
学

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て
ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1

- 370 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



3
 

2
 

ー 【註】

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て
ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
ー

教
授
伊
東
祐
彦

教
授
小
川
政
修

教
授

以
上
、
九
大
所
蔵
講
渡
会
関
係
史
料
に
よ
る
。
同
史
料
は
基
本
的
に
は
各
回
ご
と
の
簿
冊
で
、
公
式
文
書
や
広
告
案
を
は
じ
め
と
す
る
「
関
係
書
類
綴
」

と
、
「
申
込
書
綴
」
「
出
席
簿
」
「
聴
講
者
名
簿
」
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
大
正
三
年
二
月
の
「
結
核
」
講
習
会
に
お
け
る
講
師
と
講
義
科
目
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

る。 医
学
講
習
科
が
置
か
れ
た
大
学
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
施
行
上
の
規
則
は
「
西
科
大
学
講
習
科
規
程
」
等
で
定
め
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
九
大

の
医
学
講
習
会
は
全
学
的
な
学
術
講
演
会
の
一
部
と
し
て
開
催
さ
れ
た
の
で
、
本
文
に
掲
げ
た
よ
う
な
「
心
得
」
の
制
定
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

と
が
で
き
る
。

宮
入
慶
之
助

小
児
科
学

衛
生
学
第

小
児
期
ノ
結
核

双
方
に
あ
り
、
講
義
録
の
刊
行
も
結
局
は
こ
の
よ
う
な
見
方
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
一
方
で
、
多
数
の
熱
意
溢
れ
る
聴
講
申
込

や
、
毎
年
の
講
習
会
に
欠
か
さ
ず
出
席
し
た
聴
講
者
（
表
5
)
の
姿
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
医
師
た
ち
に
確
固
た
る
”
研
学
の
精
神
“
が

み
ら
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
左
に
遠
く
沖
縄
県
か
ら
受
講
し
た
一
開
業
医
の
申
込
書
（
奮
状
）
の
一
節
を
掲
げ
た
。

拝
啓
来
た
る
二
月
十
六
日
よ
り
九
州
大
学
講
演
会
貴
校
に
於
て
開
催
せ
ら
る
こ
｝
口
、
一
月
五
日
発
行
（
但
し
避
遠
の
土
地
と
て
や
っ
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

今
月
一
月
十
三
日
に
到
着
）
の
中
外
医
事
新
聞
に
由
り
承
知
仕
り
候
、
生
者
の
如
く
避
遠
の
土
地
に
開
業
せ
る
医
師
に
取
り
、
研
学
の
好

機
実
に
此
の
上
も
無
き
講
演
と
存
ぜ
ら
れ
候
、
就
而
は
是
非
共
聴
講
致
し
度
＜
候
（
大
正
三
年
『
第
一
一
回
講
深
会
関
係
史
料
』
）

「
避
遠
の
土
地
」
に
あ
っ
て
も
な
お
、
「
研
学
」
の
意
気
に
も
え
、
「
新
進
医
学
」
の
成
果
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
開
業
医
の
存
在

(13) 

と
、
大
学
開
放
の
思
想
を
内
実
化
し
よ
う
と
し
て
い
た
医
科
大
学
の
対
応
に
、
九
大
医
学
講
習
会
を
支
え
た
―
つ
の
原
動
力
を
み
る
こ

衛
生
学
第
二

結
核
ノ
細
菌
学
的
診
断

結
核
ノ
予
防
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6
 

5
 

4
 

高
止
正
雄

耳
鼻
咽
喉
科
学

久
保
猪
之
吉
。
明
治
三
―
―
一
年
(
-
九

0
0
)
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
卒
業
。
大
学
人
の
社
会
参
加
や
大
学
開
放
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
発
言
で
知

ら
れ
る
。
明
治
四
四
年
(
-
九
―
一
）
か
ら
「
地
方
ノ
熱
心
ナ
ル
開
業
医
ノ
請
」
に
よ
り
「
耳
鼻
咽
喉
科
講
習
会
」
を
開
い
た
の
も
、
そ
の
実
践
活
動

の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
学
友
会
雑
誌
部
（
出
版
部
）
長
と
し
て
教
室
内
に
事
務
局
を
置
き
、
『
徊
岡
医
科
大
学
雑
誌
』
等
の
刊
行

と
こ
ろ
で
九
大
講
演
会
関
係
史
料
に
は
、
諸
経
費
に
つ
い
て
の
記
述
が
散
見
す
る
。
講
習
会
関
係
費
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
ま
た
最
も
頻
出
す
る
講
師

手
当
に
つ
い
て
の
み
記
し
て
お
け
ば
、
開
始
当
初
時
給
五
円
余
り
で
あ
っ
た
教
授
給
は
、
大
正
七
年
に
は
十
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
助
教
授

給
は
そ
の
二
分
の
一
で
、
助
手
は
さ
ら
に
そ
の
二
分
の
一
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
の
文
部
省
主
催
講
習
会
の
手
当
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
。

た
と
え
ば
医
学
講
習
会
の
開
始
直
前
で
あ
る
大
正
一
一
年
(
-
九
一
三
）
末
の
福
岡
県
の
医
師
数
（
含
漠
方
医
）
一
八
―
一
人
は
、
東
京
の
五
六
一
＿
六
人

に
つ
い
で
全
国
第
二
位
で
あ
っ
た
（
『
大
日
本
帝
国
内
務
省
第
二
十
九
回
統
計
報
告
』
）
。

に
尽
力
し
た
。

教

授

榊

保

三

郎

精

神

病

学

教
授
講
師
松
井
太
郎

法
医
学

教

授

住

田

正

雄

整

形

外

科

学

教

授

武

谷

広

教
授
旭
憲
吉

教
授
中
山
平
次
郎

教
授
教
授

稲
田
龍
吉

今
淵
恒
寿

内
科
学
第
二

皮
膚
病
学
徴
毒
学

内
科
学
第
一

婦
人
科
学
産
科
学

病
理
学
第
一

教

授

大

西

克

知

眼

科

学

（
課
外
）
「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
ノ
新
説

（
課
外
）
医
師
ノ
業
務
秘
密

I

九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
諧
習
会
の
場
合
ー

婦
人
生
殖
器
結
核
及
妊
娠
卜
結
核
ト
ノ
関
係

結
核
ノ
病
理

皮
膚
及
泌
尿
生
殖
器
ノ
結
核

呼
吸
器
結
核
ノ
診
断
及
治
療
法

骨
及
関
節
ノ
結
核

上
気
道
ノ
結
核

消
化
器
系
統
結
核
ノ
診
断
及
治
痰

眼
ノ
結
核

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て
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13 12 11 10 
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8
 
7
 

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

1

九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1

る
が
、
同
研
究
科
の
設
置
も
当
時
の
大
学
の
対
応
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

ル
病
病
原
体
の
発
見
が
な
さ
れ
た
。

聴
講
者
の
な
か
に
い
わ
ゆ
る
「
従
来
開
業
の
医
師
」
（
漢
方
医
）
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
単
に
史
料
上
の
問
題
だ

け
で
は
な
く
、
当
時
の
医
界
の
実
状
と
関
連
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
告
辞
・
答
辞
は
九
大
講
演
会
・
同
医
学
講
習
会
を
考
え
る
際
の
好
個
の
史
料
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
存
し
て
い
な
い
。

雑
誌
部
（
出
版
部
）
を
は
じ
め
と
す
る
学
友
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
『
五
十
年
史
j

七
四
＼
六
頁
を
参
照
。

今
回
の
講
習
会
は
、
九
大
で
予
定
さ
れ
て
い
た
全
国
皮
膚
病
学
会
を
東
京
大
学
に
変
更
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
こ
の
点
、
福
岡
鉱
務
署
や
福
岡
県
か
ら
医
科
大
学
側
に
対
し
て
事
前
の
講
習
会
開
催
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
い
ま
の
と
こ
ろ
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
大
正
二
年
(
-
九
一
三
）
に
は
宮
入
慶
之
助
に
よ
る
日
本
住
血
吸
虫
に
関
す
る
発
見
が
、
同
四
年
に
は
稲
田
龍
吉
・
井
戸
泰
に
よ
る
ワ
イ

大
正
五
年
(
-
九
一
六
）
八
月
三
二
日
、
一
般
医
師
を
対
象
と
す
る
「
研
究
科
」
が
医
科
大
学
に
設
け
ら
れ
た
。
「
福
岡
日
日
新
聞
」
（
大
正
五
・
八
・

‘
 

三
一
）
は
、
そ
の
意
義
を
「
大
学
教
育
を
正
式
に
修
得
し
得
ぎ
る
者
に
最
新
の
学
理
を
授
け
る
」
「
篤
学
の
研
究
生
に
便
宜
を
与
ふ
る
」
と
伝
え
て
い

第一＿一章

医
師
会
の
発
展
と
医
学
講
習
会

医
学
講
習
会
の
運
営
が
、
地
方
医
師
会
の
存
在
と
密
接
に
関
わ
る
か
た
ち
で
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
の
べ
て
き
た
。

聴
講
者
の
募
集
が
医
師
会
を
適
じ
て
行
わ
れ
、
講
習
会
参
加
者
の
多
く
が
医
師
会
の
幹
部
層
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
医
師
会
な
く
し

て
九
大
講
演
会
医
学
講
習
会
の
発
足
と
、
活
動
の
継
続
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
大
学
と
医
師
会
と
の
つ
な
が
り
は
、

九
大
成
立
後
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
そ
れ
は
地
方
医
師
会
主
催
の
講
習
会
講
師
を
医
科
大
学
の
教
授
が
務
め
た
よ
う

に
（
表
6
)
、
福
岡
医
科
大
学
の
時
代
か
ら
す
で
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
医
学
講
習
会
の
性
格
を
考
え
る
に
は
、
前
章
で
行
っ
た
よ
う
な
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都
帝
国
大
学
福
岡

医
科
大
学
を
前
身

九
州
帝
国
大
学

医
科
大
学
は
、
前

係
に
つ
い
て
も
考

表6

述
し
た
よ
う
に
京

ば
な
ら
な
い
。

り
方
を
大
学
以
前

そ
の
た
め
に
は

福岡県内医師会主催講演会講師（福岡医科大学時代）

と
は
も
ち
ろ
ん
、

同
会
の
実
際
の
運

営
を
分
析
す
る
こ

表

6
の
よ
う
な
大

学
と
医
師
会
の
関

察
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
そ
し
て

両
者
の
関
係
の
あ

に
ま
で
遡
っ
て
検

討してみなけれ
年月日 講師名 講演題目 主催医師会

明治40.11.24 伊東祐彦・林春雄・ 漸強医会（福岡市）

榊保三郎・稲田龍吉 秋季総会

明治4012. 8 榊保三郎 （精神病学） 小倉・門司・若松連合

医学会

明治41.3.27 伊東祐彦 （患者診察及講演） 八女郡同志医学会

明治41.6. 2 榊保三郎 （精神病理患者3名につき講話） 三池郡医師会

明治417. 21 伊東祐彦 小児栄養法 （山門郡医師会）

明治4110.18 久保猪之吉 直達検査法の臨床的価値 第 1回福岡県医師会

講演会

11 榊保三郎 記憶に就て II 

明治424.25 稲田龍吉 （医術に関する講話） 山門郡医師会

明治425.16 伊東祐彦 （小児8名に関し臨床講義） 浮羽郡医師会

明治42.5.23 Ii 哺乳児の嘔吐に就て II 

明治42.10.17 武谷広 現時における尿利催進に就て 筑紫郡医師会

明治42.11.7 三宅速 臨床上予後の判定に就て 福岡県医師会

11 稲田龍吉 II 

II 旭憲吉 II 

明治42 武谷広 宗像郡医師会

II 大西克知 II 

明治43.3 （福岡医科大学） 鞍手郡医師会

明治434.27 伊東祐彦 （消化器病に関する講演，臨床講義） 八女郡医師会

明治43.10.25 旭憲吉 筑紫郡医師会

明治43.10.29 今淵恒寿 婦人生殖器の淋病に就て 漸強医会例会

明治43 大西克知 宗像郡医師会

1/ 旭憲吉 II 

II 伊東祐彦 ” 

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て
ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1

＊福岡県内各医師会史，「福岡日日新聞」等より作成。
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と
し
、
福
岡
医
科
大
学
は
福
岡
県
立
病
院
を
直
接
の
母
体
と
し
て
い
た
（
後
掲
系
統
図
参
照
）
。
本
章
で
は
右
に
の
べ
た
大
学
と
医
師
会
の

関
係
を
、
こ
の
福
岡
県
立
病
院
時
代
（
一
八
八
八
S
一九
0
三
年
）
に
ま
で
立
ち
返
っ
て
検
討
す
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
福
岡
県
が
明
治

二
―
年
(
-
八
八
八
）
七
月
か
ら
行
っ
た
「
医
学
士
巡
回
」
を
手
始
め
に
、
福
岡
県
立
病
院
そ
の
も
の
の
活
動
を
み
て
お
く
こ
と
に
し
た

ら
せ
た
、

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

大
森
治
豊
・
熊
谷
玄
旦
・
池
田
陽
一
・
榎
本
与
七
郎
の
病
院
所
属
四
医
学
士
を
、
県
内
各
郡
区
に
派
遣
し
実
地
医
療
の
指
導
に
当
た

い
わ
ゆ
る
医
学
士
巡
回
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
き
、
『
五
十
年
史
』
（
二
四
頁
）
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

県
下
一
八
の
郡
区
を
甲
乙
丙
丁
の
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
四
人
の
医
学
士
を
そ
れ
ぞ
れ
組
み
合
わ
せ
、
月
々
こ
れ
を
ず
ら
し
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
四
ヵ
月
毎
に
四
医
学
士
全
員
が
全
県
下
の
郡
区
に
行
き
わ
た
る
よ
う
に
し
た
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
と
各
医
学
士
の
組

み
合
わ
せ
、
各
診
療
所
へ
の
巡
回
日
は
月
初
め
に
発
表
さ
れ
、
月
末
に
巡
回
す
る
の
が
大
体
の
傾
向
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
地
方
医
師

が
も
て
あ
ま
し
た
難
病
奇
病
の
患
者
を
診
察
し
、
地
方
の
医
師
に
臨
床
技
術
を
教
え
な
が
ら
治
療
に
あ
た
っ
た
。

医
学
士
巡
回
は
、
不
定
期
に
は
県
立
病
院
の
前
身
、
福
岡
医
学
校
の
時
代
に
も
み
ら
れ
た
。
し
か
し
組
織
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
県
立
病
院
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
県
議
会
で
設
置
に
反
対
の
声
が
あ
っ
た
福
岡
病
院
の
運
営
を
、
円
滑
に
行
う
こ
と
が
一
っ

の
目
的
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
こ
の
巡
回
は
、
こ
の
よ
う
な
政
治
的
な
理
由
の
み
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
の
で
は
無
論
な
か
っ
た
。

医
学
士
巡
回
が
、
明
治
一
―
一
年
か
ら
福
岡
医
科
大
学
創
立
直
前
の
同
三
六
年
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
月
約
一
五
年
間
に
わ
た
っ
て
継
続
し
え
た

の
は
、
大
森
院
長
を
中
心
と
す
る
県
立
病
院
の
努
力
と
、
郡
区
内
に
巡
回
用
の
特
別
診
療
所
を
設
け
、
巡
回
担
当
幹
事
を
選
任
す
る
な

ど
し
た
地
方
医
会
側
の
切
実
な
要
望
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
明
治
三
四
年
(
-
九
0
1
)
三
月
、
そ
れ
ま
で
巡
回
コ
ー
ス
に

入
っ
て
い
な
か
っ
た
北
九
州
の
門
司
市
は
、
同
地
を
巡
回
区
域
に
入
れ
る
よ
う
市
長
よ
り
福
岡
県
に
上
申
し
た
が
（
「
福
日
」
明
治
三
四
・

三
•
五
）
、
こ
れ
は
医
学
士
巡
回
に
都
市
的
発
展
に
と
も
な
う
衛
生
事
業
へ
の
補
完
的
役
割
と
、
市
内
開
業
灰
へ
の
指
導
を
期
待
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
地
方
医
会
の
発
会
式
や
会
合
に
県
立
病
院
の
医
師
が
招
待
さ
れ
、
そ
こ
で
挨
拶
・
講
演
を
行
う
こ
と
は
当
時
の
一
般
的
な

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1
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明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
ー

光
景
で
あ
っ
た
。
巡
回
の
際
に
は
医
学
士
立
会
い
の
も
と
、
開
業
医
た
ち
に
よ
る
簡
単
な
手
術
も
行
わ
れ
、
彼
ら
の
技
備
は
の
ち
に
は

「
各
自
で
卵
巣
襄
腫
手
術
く
ら
い
は
易
々
と
実
施
せ
ら
る
る
」
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
る
。

福
岡
県
立
病
院
は
ま
た
、
院
内
に
玄
洋
医
会
の
事
務
局
を
腐
き
、
福
岡
市
・
同
県
医
会
本
部
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
た
。
玄
洋
医
会

は
病
院
長
の
大
森
が
会
長
を
兼
任
す
る
と
と
も
に
、
県
内
の
各
地
方
医
会
が
そ
の
支
部
を
兼
ね
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ

の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
玄
洋
医
会
と
福
岡
病
院
の
活
動
で
特
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
六
月

S
同
一
二
六
年
（
一

九
0
三
）
五
月
の
間
に
な
さ
れ
た
、
月
刊
誌
『
杏
林
之
栞
』
の
刊
行
で
あ
る
。
（
左
に
そ
の
「
目
次
」
の
大
要
を
示
し
た
。
）

論
説
及
実
験
（
学
術
論
文
・
実
験
記
事
）

雑
纂
．
抄
録
（
臨
床
例
・
手
術
・
治
療
法
）

玄
洋
医
会
記
事
（
規
則
・
会
員
動
静
・
会
員
名
簿
）

公
文
（
医
制
関
係
法
令
）

雑
報
（
医
事
情
報
・
医
事
統
計
）

広
告
欄

『
杏
林
之
栞
」
が
「
医
師
ノ
職
分
二
対
ス
ル
権
利
義
務
ヲ
明
シ
之
力
拡
張
履
行
ノ
策
ヲ
講
ス
ル
コ
ト
」
（
玄
洋
医
会
規
則
）
を
一
っ
の
目

的
と
す
る
玄
洋
医
会
の
機
関
誌
で
あ
っ
た
以
上
、
右
の
「
目
次
」
に
会
員
動
静
な
ど
の
玄
洋
医
会
記
事
が
み
え
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
冒
頭
の
論
説
や
実
験
記
事
が
毎
回
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
福
岡
病
院
に
本
部
を
罹
＜
玄
洋
医
会
が
、
一
方
で
「
学
理
及
実
検

上
ノ
研
究
会
」
（
同
上
）
で
も
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
「
目
次
」
に
み
え
る
医
事
情
報
・
医
事
統
計
は
県
内
衛
生
行
政
の

指
標
と
な
り
、
「
公
文
」
は
一
般
開
業
医
の
中
央
医
界
に
関
す
る
情
報
源
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼
ら
へ
の
法
令
通
達
の
意
味
を
持
っ
た
。

実
際
の
『
杏
林
之
栞
』
刊
行
に
関
し
て
は
、
や
は
り
福
岡
病
院
職
員
の
活
躍
が
目
立
ち
、
院
長
の
大
森
治
豊
が
編
集
長
を
務
め
た
ほ
か
、

毎
回
の
よ
う
に
医
員
が
そ
の
著
作
を
発
表
し
た
。
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明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

福岡県立病院・医科大学，福岡県医師会系統図

I福岡県立病院f・・・・・----・----
明治21.4

明治36.4 明治44.4 大正8.4

1漸強医会（福岡市）

明治20.11

福岡市玄洋医会

／同県玄洋医会

明治22.10/
明治23.3

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1

（学

改組（純医学会）

； 明治40

会） I玄洋医学会十―---］

明治36.7

（医師会）

明治36.6

福岡市／同県医師会

〔省令医師会〕

明治40.2／同10

解散

昭和2.1

〔法定医師会〕~

大正8.4

＊『九州大学五十年史J.r福岡市医師会史』を参考に作成。

約
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
日
本
医
会
・
帝
国
連

福
岡
病
院
の
本
務
は
一
般
診
療
・
衛
生
事
業
に
あ
り
、
右
の
刊
行

活
動
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
が
、
明
治
二
二
年
＼
同
三
六
年
と
い
う

ほ
と
ん
ど
県
立
病
院
時
代
全
般
に
及
ぶ
刊
行
期
間
―
つ
を
と
っ
て

も
、
「
杏
林
之
栞
』
の
出
版
と
先
に
の
べ
た
医
学
士
巡
回
が
、
同
病
院

の
一
大
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
福
岡
病
院
は
日
常
的
な

診
療
・
研
究
活
動
の
成
果
を
、
こ
の
二
つ
の
事
業
に
よ
り
県
内
各
地

に
還
元
し
、

そ
れ
は
福
岡
県
に
お
け
る
西
洋
医
学
の
振
興
と
、
地
方

医
会
の
成
立
•
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

一
方
こ
の
よ
う
な
福
岡
県
立
病
院
の
活
動
に
対
し
、
医
学
講
習
会

の
聴
講
者
と
な
る
一
般
医
師
た
ち
の
動
向
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
明
治
期
の
医
師
制
度
に
は
皇
漢
医
（
漠
方
医
）

復
興
運
動
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
多
様
な
問
題
が
存
在
し
て
い
た

が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
行
論
上
の
要
点
の
み
を
ふ
れ
る
に
と
ど

(4) 

め
て
お
き
た
い
。
左
に
「
医
師
会
、
福
岡
県
立
病
院
・
医
科
大
学
関

係
年
表
」
を
掲
げ
た
。
同
年
表
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
医
療
・
医
師

制
度
の
変
遷
と
医
師
団
体
の
反
応
を
み
て
み
る
と
、
少
な
く
と
も
西

洋
医
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
反
皇
漢
医
・
反
医
薬
分
業
運
動
I
I

そ
の
主
体
と
な
る
医
師
会
結
成
の
動
き
に
要

権
限
拡
張
の
方
向
と
、
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合
医
会
に
代
表
さ
れ
る
西
洋
医

団
体
は
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が

ら
も
、
明
治
三
九
年
(
-
九
0
六）

に
は
念
願
の
医
師
法
（
法
律
四
七

号
）
・
医
師
会
規
則
（
内
務
省
令
三

三
号
）
の
公
布
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、

明
治
四

0
年
か
ら
は
、
同
規
則

に
基
づ
く
い
わ
ゆ
る
「
省
令
医

師
会
」
が
全
国
各
地
に
結
成
さ

れ
、
や
が
て
「
開
業
医
全
盛
の

福
岡
県
下
の
医
会
が
、
こ
の
よ

う
な
全
同
的
な
動
き
と
連
動
し

と
同
県
医
師
会
は
明
治
四

0
年

に
結
成
さ
れ
た
が
（
年
表
・
系
統

い
。
た
と
え
ば
福
岡
市
医
師
会

て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

時
代
」
を
現
出
す
る
。

玄
洋
医
会
を
は
じ
め
と
す
る

医師会•福岡県立病院・医科大学関係年表（明治20年～大正8年）

年月 医師団体（全国・福岡県） 年月 県立病院・医科大学

明治 明治

20.11 ＊漸強医会（福岡市）結成． 21 4 福岡県立病院開設．

21. 7 福岡病院医学士巡回開始．

22.10 ＊福岡市玄洋医会結成． 22. 6 「杏林之栞』創刊．

23. 3 ＊福岡県玄洋医会結成．

25. 5 第1回九州医学会．

26. 4 大日本医会発足．反皇漢医・反医薬分業運動．

28. 皇漢医継続運動終息．

36. 3 帝国連合医会結成． 36. 4 福岡医科大学開設．

36.6-7 ＊福岡県医会結成．玄洋医会解散．

39. 5 医師法制定．

39.11 医師会規則制定，「省令医輝会」始まる．

40. 2 ＊福岡市医師会設立認可．

40.10 ＊福岡県医師会設立認可．

40. ＊漸強医会，純医学会に改組． 44. 4 九州帝国大学医科大学開設．

大正 大正

1.11 九州医師会結成． 3. 2 九大第1回医学講習会開催．

5.11 大日本医師会結成．

8. 4 医師会，強制設置となる（「法定医師会」）． 8. 4 医科大学，医学部となる．

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1

＊は福岡市・同県内医師会の動き，『福岡市医師会史』等より作成．
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明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

図
）
、
こ
れ
ら
の
前
身
で
あ
る
玄
洋
医
会
の
活
動
は
、
先
に
み
た
『
杏
林
之
栞
』
の
刊
行
以
外
に
は
、
『
福
岡
市
医
師
会
史
』
(
-
四
一
頁
以

下
）
が
あ
げ
る
、

九
州
医
学
会
（
学
会
組
織
）
の
提
明
と
推
進

九
州
医
会
（
医
師
会
組
織
）
の
提
唱
と
推
進

皇
漢
医
継
続
反
対
・
医
薬
分
業
法
案
反
対
運
動
を
展
開

医
師
法
案
成
立
を
推
進

帝
国
連
合
医
会
設
立
に
参
加

コ
レ
ラ
防
疫
活
動

福
岡
医
科
大
学
誘
致
運
動
へ
の
協
力

の
七
点
に
尽
く
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
会
員
八
百
名
を
擁
す
る
玄
洋
医
会
の
中
心
が
、
院
長
・
副
院
長
が
会
長
・
副
会
長
を

兼
ね
た
福
岡
県
克
病
院
（
玄
洋
医
会
本
部
）
に
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
福
岡
県
下
の
医
師
団
体
と
県
立
病
院
の
関
係
は
、
病
院
の
福

岡
医
科
大
学
移
管
後
に
、
「
県
下
の
開
業
医
士
と
大
学
教
授
と
の
連
絡
を
保
っ
た
め
大
学
教
授
、
付
属
病
院
医
員
、
医
学
生
徒
及
開
業
医

士
の
有
志
に
し
て
学
術
研
究
の
志
あ
る
者
を
以
て
玄
洋
医
学
会
な
る
も
の
を
新
に
大
学
内
に
組
織
し
専
ら
医
学
上
の
研
究
を
為
し
」

(
「
福
日
」
明
治
三
六
•
四
•
五
）
と
し
て
、
開
業
医
と
大
学
教
授
と
の
連
絡
を
保
っ
た
め
の
「
玄
洋
医
学
会
」
を
、
新
た
に
「
大
学
内
」
に
設

立
し
よ
う
と
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
た
ほ
ど
緊
密
な
も
の
で
あ
っ
た
。

右
に
い
う
玄
洋
医
学
会
は
、
医
会
側
の
期
待
に
も
関
わ
ら
ず
実
際
に
は
長
続
き
し
な
か
っ
た
が
、
福
岡
県
内
に
お
け
る
医
師
会
・
医

学
会
活
動
は
、
前
述
し
た
福
岡
市
医
師
会
・
同
県
医
師
会
や
漸
強
医
会
な
ど
の
手
に
よ
り
従
来
通
り
続
け
ら
れ
て
い
た
（
系
統
図
）
。
な
か

で
も
独
自
の
医
学
講
習
所
や
慈
善
療
病
所
を
開
設
し
て
い
た
福
岡
市
の
漸
強
医
会
は
、
学
術
誌
『
漸
強
医
会
々
誌
』
の
創
刊
、
名
誉
会

員
と
し
て
の
医
科
大
学
教
授
の
参
加
（
明
治
四
五
年
に
は
教
授
一
九
名
が
名
誉
会
員
に
名
を
連
ね
て
い
る
）
、
同
じ
く
特
別
会
員
（
福
岡
市
以
外
の
会

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
ー
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員
）
と
し
て
の
地
方
医
師
会
幹
部
ク
ラ
ス
の
結
集
と
い
う
陣
容
で
、
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
九
大
の
前
身
の
京
都
帝
国
大
学
福

岡
医
科
大
学
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
よ
う
な
時
期
に
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

い
ま
、
福
岡
県
立
病
院
の
活
動
と
そ
の
時
代
を
中
心
と
す
る
福
岡
県
下
の
医
会
の
動
向
を
み
て
き
た
。
最
後
に
福
岡
医
科
大
学
時
代

の
特
徴
と
九
大
医
学
講
習
会
と
の
関
連
を
検
討
し
て
、
本
論
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
べ
て
き
た
論
点
を
踏
ま

え
、
こ
こ
で
も
う
一
度
前
掲
表
6
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
地
方
医
師
会
自
ら
が
主
催
し
た
講
習
会
の
講
師
を
医
科
大
学
の
教
授
が
務

め
る
と
い
う
関
係
の
初
見
が
、
明
治
四

0
年
（
一
九
〇
七
）
―
一
月
、
漸
強
医
会
秋
期
総
会
の
場
に
知
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
あ
る
意

味
で
象
徴
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
福
岡
医
科
大
学
の
設
備
・
教
授
陣
が
こ
の
頃
よ
う
や
く
整
い
、
ま
た
一
方
の
地
方
医
会
側
も
、
前
年
（
明

治
三
九
年
）
来
の
医
師
会
規
則
に
基
づ
く
活
動
、
つ
ま
り
「
省
令
医
師
会
」
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
系
統
図
参
照
）
。

こ
の
明
治
四

0
年
と
い
う
年
は
、
医
科
大
学
に
お
い
て
は
最
初
の
卒
業
生
と
最
初
の
『
福
岡
医
科
大
学
雑
誌
』
が
出
さ
れ
、
ま
た
漸
強

医
会
で
は
学
術
誌
『
漸
強
医
会
々
誌
j

が
創
刊
さ
れ
る
と
同
時
に
、
同
会
が
純
粋
の
学
会
に
改
組
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

福
岡
医
科
大
学
時
代
の
大
学
と
医
師
会
と
の
関
係
が
具
体
的
に
知
ら
れ
る
の
は
、
表
6
以
外
で
は
前
述
し
た
漸
強
医
会
へ
の
医
大
教

授
の
参
加
と
、
医
科
大
学
内
の
医
学
談
話
会
（
第
一
章
前
述
）
、
久
保
猪
之
吉
が
「
地
方
ノ
熱
心
ナ
ル
開
業
医
ノ
請
」
に
よ
り
主
催
し
た
耳

鼻
咽
喉
科
講
習
会
（
第
二
章
注
④
）
、
そ
れ
に
衛
生
学
教
室
で
行
わ
れ
た
福
岡
県
主
催
の
伝
染
病
予
防
方
法
講
習
会
ぐ
ら
い
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
福
岡
病
院
の
活
動
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
九
大
時
代
に
つ
な
が
る
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
。
表
6
に
み
た
医
師
会

と
福
岡
医
科
大
学
と
の
関
係
は
九
大
時
代
に
も
引
き
継
が
れ
、
漸
強
医
会
の
特
別
会
員
は
医
師
会
幹
部
と
し
て
の
ち
の
九
大
医
学
講
習

会
に
参
加
し
た
。
福
岡
病
院
以
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
防
疫
問
題
に
関
す
る
伝
染
病
予
防
方
法
講
習
会
に
は
、
前
述
し
た
コ
レ
ラ
講
習
会

と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
本
章
の
テ
ー
マ
で
あ
る
九
大
医
学
講
習
会
を
大
学
と
医
師
会
と
の
関
係
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
は
、

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1
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【註】

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

J

と
が
で
き
る
（
『
柳
川
山
門
医
師
会
史
』
一
九
七
九
年
、

も
う
す
で
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
大
正
に
入
っ
て
ま
も
な
く
開
始
さ
れ
、
毎
回
多
数
の
聴
講
者
を
集
め
た
医
学
講
習
会
は
、
福
岡
県
立

病
院
の
伝
統
と
福
岡
医
科
大
学
時
代
の
準
備
期
間
を
経
て
成
立
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
同
講
習
会
は
福
岡
県
立
病
院
↓
医
科
大
学
と
い

う
流
れ
と
、
地
方
医
会
↓
ぶ
省
令
医
師
会
」
と
い
う
医
師
会
の
流
れ
が
合
致
し
た
と
こ
ろ
に
、
成
立
し
え
た
の
で
あ
る
。

福
岡
県
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
『
五
十
年
史
』
一
八
＼
三

0
頁
、
「
福
岡
市
医
師
会
史
』
(
-
九
六
八
年
）
八
三
＼
八
頁
等
の
記
述
を
参
照

の
こ
と
。

四
者
と
も
に
東
京
大
学
医
学
士
。
特
に
明
治
―
二
年
（
一
八
七
九
）
―
二
月
、
福
岡
医
学
校
教
師
と
し
て
赴
任
し
、
の
ち
に
福
岡
医
科
大
学
教
授
・
大

学
長
と
な
る
、
県
立
病
院
長
大
森
治
豊
の
活
躍
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
（
宇
留
野
勝
弥
『
医
傑
大
森
先
生
の
生
涯
』
、

池
田
陽
一

「
旧
福
岡
医
学
校
及
病
院
教
職
員
の
追
弔
会
に
於
て
」
（
古
賀
得
四
郎
編
『
福
岡
医
学
校
関
係
物
故
者
追
弔
会
記
事
』
、

前
掲
『
福
岡
市
医
師
会
史
』
、
『
厚
生
省
五
十
年
史
（
記
述
編
）
』
（
一
九
八
八
年
）
等
を
参
照
。

一
九
三
三
年
）
。

明
治
三
六
年
四
月
に
四
講
座
で
開
設
さ
れ
た
医
科
大
学
の
講
座
数
は
、
明
治
四

0
年
に
は
そ
の
数
一
九
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
一
方
の
医
師
会
の
活
動

で
は
、
明
治
四

0
年
、
福
岡
県
山
門
郡
医
師
会
が
先
の
省
令
に
基
づ
き
、
「
郡
立
医
術
研
究
所
」
を
設
立
し
、
医
学
研
修
の
拠
点
と
し
た
例
な
ど
を
知
る

一
四
一
＼
五
一
頁
）
。

明
治
四
三
年
(
-
九
一

0
)
一
月
一
四
日
開
催
（
稿
本
『
九
州
帝
国
大
学
沿
革
史
料
』
一
巻
）
。
同
会
に
つ
い
て
の
詳
細
な
史
料
は
欠
け
て
い
る
。
た

だ
福
岡
県
一
込
病
院
・
玄
洋
医
会
の
衛
生
事
業
の
中
心
に
コ
レ
ラ
等
に
対
す
る
防
疫
活
動
が
あ
り
、
今
回
の
講
習
会
の
主
催
者
が
福
岡
県
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
を
み
れ
ば
、
こ
れ
は
県
立
病
院
時
代
の
慣
例
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

福
岡
医
科
大
学
・
九
大
時
代
を
通
じ
て
、
伊
東
祐
彦
（
小
児
科
学
）
、
旭
憲
吉
（
皮
膚
病
学
徴
毒
学
）
、
榊
保
三
郎
（
精
神
病
学
）
ら
の
講
演
回
数
が
多

い
。
こ
れ
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
伊
東
が
福
岡
県
立
病
院
医
学
士
と
い
う
経
歴
を
持
ち
、
旭
が
仏
教
青
年
会
会
長
を
務
め
て
い
た
こ
と
（
前
章
）
、

ま
た
榊
が
教
員
講
習
会
や
そ
の
他
の
講
習
会
講
師
を
積
極
的
に
務
め
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
関
連
し
て
い
よ
う
。
主
催
者
側
で
は
、
医
師
会
活

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1

一
九
六
一
年
）
。
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(8) 

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
—

動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
山
門
郡
医
師
会
や
宗
像
郡
医
師
会
の
事
例
が
多
い
。

た
と
え
ば
明
治
四
五
年
(
-
九
―
二
）
の
特
別
会
員
三
八
名
中
、
二
ニ
名
が
の
ち
の
医
学
講
習
会
聴
講
者
名
簿
に
み
え
、
こ
の
う
ち
一
六
名
は
医
師
会

の
役
職
に
つ
い
た
人
物
で
あ
っ
た
（
「
福
岡
県
医
師
会
名
簿
』
〈
大
正
四
年
〉
参
照
）
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
三
章
に
わ
た
り
、
九
大
医
学
講
習
会
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
最
後
に
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
点
の
ま
と
め
を
行
い
、
若
干
の
課

題
と
展
望
を
の
べ
て
お
く
。

ま
ず
は
じ
め
に
医
学
講
習
会
の
成
立
に
つ
い
て
、
福
岡
医
科
大
学
・
九
大
創
立
の
時
代
を
対
象
に
考
察
し
た
。
そ
こ
で
は
九
大
医

学
講
習
会
が
、
京
都
の
医
科
大
学
講
習
科
を
先
例
と
し
な
が
ら
も
、
医
工
の
合
体
と
い
う
九
大
成
立
の
事
情
か
ら
全
学
的
学
術
講
演

会
の
一
環
と
し
て
開
始
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
が
明
治
末
期
に
お
け
る
「
大
学
開
放
」
の
思
想
と
も
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
論

じ
た
。次
に
は
医
学
講
習
会
の
内
容
を
、
実
際
の
運
用
に
即
し
て
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
検
討
し
た
が
、
同
講
習
会
が
一
般
医
師
を
対
象

に
、
医
科
大
学
全
体
で
開
催
さ
れ
て
い
た
様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。
聴
講
者
の
中
心
は
試
験
及
第
を
含
む
医
学
校
・

医
学
専
門
学
校
卒
業
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
地
域
的
に
は
特
に
地
元
福
岡
県
内
か
ら
の
参
加
者
が
多
か
っ
た
。
講
習
会
の
運
営
に

地
方
医
師
会
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
本
文
で
何
度
か
の
べ
た
通
り
で
あ
る
。
講
義
内
容
は
臨
床
上
の
基
本
的
な
問
題

を
主
に
基
礎
医
学
も
講
義
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
講
義
録
の
形
で
実
用
に
供
さ
れ
た
。
ま
た
「
コ
レ
ラ
講
習
会
」
に
は
、
定
期
的
に
開
催

さ
れ
た
講
習
会
と
は
違
っ
た
意
味
で
、
医
学
講
習
会
の
性
格
が
現
れ
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
九
大
医
学
講
習
会
は
受
講
資
格
を
医
師
に
限
定
し
た
医
学
補
習
教
育
（
医
師
再
教
育
）
で
あ
り
、
き
わ
め
て
実
用

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て
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明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

か
つ
専
門
性
の
高
い
講
習
会
で
あ
っ
た
。
工
科
大
学
も
参
加
し
た
教
員
講
習
会
が
、
特
定
の
講
師
四
・
五
人
で
運
営
さ
れ
た
の
に
対

し
、
医
学
講
習
会
が
医
科
大
学
を
挙
げ
て
実
施
さ
れ
、
形
を
変
え
な
が
ら
昭
和
の
は
じ
め
ま
で
続
け
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
医

学
の
特
質
と
、
医
師
と
い
う
限
ら
れ
た
対
象
、
そ
れ
に
組
織
力
を
誇
る
医
師
会
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

広
く
大
学
と
社
会
の
関
係
を
考
え
る
と
き
、
大
学
に
対
す
る
社
会
の
要
請
と
い
う
意
味
か
ら
も
、
虚
子
外
II

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

不
可
欠
で
あ
る
。
本
論
の
後
半
部
分
で
は
、
医
学
講
習
会
の
聴
講
者
で
あ
っ
た
医
師
た
ち
の
動
向
を
、
福
岡
県
立
病
院
・
福
岡
医
科

大
学
の
時
代
に
ま
で
遡
っ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
九
大
医
学
講
習
会
の
性
格
の
一
端
を
考
え
た
。
桐
岡
病
院
•
福
岡
医
科
大
学
の
活

動
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
説
明
を
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
九
州
帝
国
大
学
と
同
医
科
大
学
の
直
接
の
前
身
だ
っ
た
か
ら
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
医
学
士
巡
回
・
玄
洋
医
会
活
動
な
ど
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
福
岡
病
院
と
医
会
と
の
関
係
は
、
福
岡
医
科
大
学
の
時

代
を
媒
介
と
し
て
、
九
大
医
学
講
習
会
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
た
。

と
こ
ろ
で
本
論
で
は
、
九
大
医
学
講
習
会
の
改
編
と
終
了
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
考
察
を
加
え
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
は

別
稿
で
検
討
し
て
み
た
い
が
、
た
だ
こ
こ
で
は
、
大
正
二
年
(
-
九
一
三
）
八
月
以
来
の
九
大
学
術
講
演
会
は
、
大
正
八
年
(
-
九
一

九
）
八
月
の
第
一
―
回
講
演
会
を
最
後
に
終
了
し
、
九
大
講
演
会
の
一
角
を
な
し
た
医
学
講
習
会
も
「
医
学
部
医
師
講
習
会
」
と
改

称
さ
れ
て
、
医
学
部
の
主
催
に
変
更
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
を
の
べ
て
お
き
た
い
。
大
学
創
立
期
に
み
ら
れ
た
「
医
エ
一
体
」
と

い
う
九
大
学
術
講
演
会
の
基
調
は
、
こ
の
時
点
で
大
き
な
変
化
を
受
け
た
。
同
時
に
、
「
開
業
医
全
盛
の
時
代
」
に
あ
っ
て
九
大
医
学

講
習
会
を
支
え
た
医
師
会
側
も
、
同
じ
く
大
正
八
年
四
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
省
令
医
師
会
」
か
ら
医
師
会
強
制
設
立
の
い
わ
ゆ

る
「
法
定
医
師
会
」
に
改
組
さ
れ
（
系
統
図
・
年
表
参
照
）
、
大
学
・
医
師
会
双
方
と
も
に
―
つ
の
画
期
を
迎
え
た
。
大
正
八
年
を
機
に
、

九
大
講
演
会
医
学
講
習
会
と
「
省
令
医
師
会
」
の
関
係
は
、
医
学
部
医
師
講
習
会
と
「
法
定
医
師
会
」
と
い
う
新
し
い
関
係
に
変
わ
っ

た
の
で
あ
る
。

医
学
部
匿
師
講
習
会
が
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
九
大
の
講
習
会
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
、
教
官
の
研
究
活
動
と
講
習
会
と
の
関
係
、

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
1
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附
記

昭
ニ
・
新
谷
恭
明
先
生
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
大
学
講
習
会
に
つ
い
て

ー
九
州
帝
国
大
学
講
演
会
医
学
講
習
会
の
場
合
—

お
よ
び
学
術
講
演
会
を
医
学
講
習
会
と
と
も
に
構
成
し
た
教
員
講
習
会
等
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
機
会
に
考
え
て
み
た
い
。

本
稿
は
一
九
八
九
年
九
州
史
学
会
大
会
日
本
史
部
会
に
お
け
る
報
告
を
基
に
し
て
い
る
。
史
料
収
集
等
、
作
成
に
あ
た
り
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
川
添

（
九
州
大
学
文
学
部
）

-384-

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked




